
　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
広

場
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
切
な
人
を
救
う

た
め
、
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
日
時

９
月
８
日（
土
）午
前
11
時
〜
午
後
２
時

◎
場
所

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン　

パ
オ
（
１
階

中
央
広
場
）

◎
内
容

消
防
職
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
訓
練
人
形
を
使
用

し
た
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
（
体
験
者
に
は
記
念
品
を

進
呈
）、
パ
ネ
ル
展
示

　
災
害
情
報
を
電
話
で
提
供

■
消
防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

　

☎
22
局
０
１
１
９

　

市
内
で
火
災
な

ど
の
災
害
が
発
生

し
た
際
、
そ
の
情

報
を
す
ば
や
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
、『
消

防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

専
用
の
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
る

と
、
自
動
音
声
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流

れ
、
市
内
に
お
け
る
災
害
情
報
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
24
時
間
い
つ
で
も
聞
く

こ
と
が
で
き
、「
消
防
隊
活
動
中
」「
消
防

活
動
終
了
後
」「
平
常
時
（
災
害
が
発
生

し
て
な
い
と
き
）」
と
、
災
害
状
況
に
応

じ
た
内
容
が
流
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
田
原
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
災
害
情
報
を
即
時
に
発
信
し
て
い

ま
す
。

▼
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
火
災
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク

　

http://saigaikisyou.tousan-fd.jp/
tahara/saigai/index.htm

l

▼
携
帯
電
話
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

　
き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
を
開
催

　

９
月
９
日
は｢

救
急
の
日｣

で
す
。
ま

た
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
は｢

救
急
医

療
週
間｣

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い

今回紹介する救助資器材は「カラビナ」
です。

◉カラビナ

　ロープと組み合わせ自分
の命綱にしたり、他の救助
資器材と組み合わせたりし
て使用します。最近では、
ファッション小物やキーホルダーとして販売さ
れていますが、救助用のカラビナは、認定基

準に適合したものを
使用しています。使
い方には気を付けま
しょう。

●カラビナの強度は約
１ｔで、使い方も簡単な
ため、要救助者を吊り
上げるときには、安全で
迅速に行えます。

▲ＱＲコード

◉
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
例

◎
火
災
（
消
防
隊
活
動
中
）

「
こ
ち
ら
は
田
原
市

消
防
本
部
で
す
。
○

時
○
分
ご
ろ
、
田
原

市
○
町
○
○
で
○
○

火
災
が
発
生
し
、
消

防
隊
が
活
動
中
で

す
」（
繰
り
返
し
）

◎
火
災
（
消
防
活
動
終
了
後
）

「
こ
ち
ら
は
田
原
市
消
防
本
部
で

す
。
○
時
○
分
ご
ろ
発
生
し
た
田

原
市
○
町
○
○
の
○
○
火
災
は
活

動
を
終
了
し
ま
し
た
。」（
繰
り
返

し
）

◎
平
常
時

「
こ
ち
ら
は
田
原
市
消
防
本
部
で

す
。
現
在
、
管
内
で
は
火
災
な
ど

の
災
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
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